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外環工事は再び掘進停止 
 
外環（関越～東名）は大深度地下を活用した初め

ての道路事業であり、高水圧・土圧下で国内最大の

大断面シールドトンネル施工（直径１６ｍ）です。 
２０２０年１０月以降、調布市で陥没や空洞が発生し

ました。国とＮＥＸＣＯ東日本などは、大泉側シールド

トンネル（図１⑤⑥⑦）及び中央ＪＣＴ北側ランプシー

ルドトンネル（図１③④）について再発防止の事業者

案をまとめ、大泉ＪＣＴ本線トンネル（南行）（図１⑦）

は２月２５日、中央ＪＣＴ北側Ａ・Ｈランプシールドトンネ

ル（図１③④）は３月４日に掘進を再開しました。その

後の動きをまとめました。 
 
（１） 外環本線トンネル工事は再び掘進停止 
 
大泉ＪＣＴ（練馬区大泉町）から発進した本線トン

ネル（南行）（図１⑦）のシールドマシンは、シールドマ

シン前面のカッターが鋼材に接触し、カッタービット、

土を攪拌する部品が損傷したことが判明。シールド

マシンは４月７日から掘進を停止しています。 
原因は設計受注者（パシフィックコンサルタンツ）

の図面ミスですが、発注者の国土交通省、受け取っ

たＮＥＸＣＯ東日本、工事受注者の戸田建設も、本来

行うべき照合や確認作業が不十分、シールドマシン

を運転していた清水建設・熊谷組・東急建設・竹中土

木・鴻池組ＪＶも異変に気付かず掘進しカッタービッ

トのうち３割以上が損傷しました。１） 
補修に必要な期間は半年程度ということでした

が、外環事務所に確認したところ、「まだ補修作業

中」だそうです（９月６日時点）。 
 
（２） 損失総額は１０００億円を超える？ 
 
東洋経済の記事２）によると、シールドマシンの補

修費用だけでなく、地表から掘る費用、機材のリー

ス料など「損失総額は１０００億円を超える可能性も

ある」そうです。外環事務所に「損失分を誰が負担

するのか」聞いたところ「対応は調整中」とのこと。 

図１ 東京外かく環状道路シールド工事 出典：国交大臣コメント 2022.2.28 参考図 

出典：今後の鉄道物流の在り方に関する検討会「中間とりまとめ」2022.7 

１） ＮＥＸＣＯ東日本・外環事務所「東京外かく環状道路 本線トンネル工事に

おける掘進の停止 原因と補修の状況等についてのお知らせ」2022.4.28 

２） 東洋経済「外環道工事がまたもストップ､『５重ミス』の唖然」2022.5.19 

（３） 事業費はさらに増大 
 
調布市での地盤補修と住民への補償、再発防止

のための添加剤変更、青梅街道ＩＣ地中拡幅部の構

造変更、海上運搬から陸送への変更、今回のシール

ドマシン損傷、最近の資材費・燃料費高騰など事業

費はさらに増大しそうです。 
 
（４） 全ての可能性がある？ 
 
前回の事業再評価から２年ですが、事業費増大の

可能性もあることから、外環事務所に「今年度再評

価する可能性はあるか、Ｂ/Ｃが１を下回ったらどうな

るか」聞くと、「コスト縮減につとめる、総事業費は

見通せない、今年度再評価するかは未定、Ｂ/Ｃだけ

でなく防災面など総合的な評価が必要、絶対にと

いうことはなく全ての可能性がある」とのこと。 
２年前に開催された事業評価監視委員会の議事

録を見ると「Ｂ/Ｃについて社会的割引率４％を１％で

試算すると２.２２、計算方法は本省で検討中」とあり

ますし、色々な手法があるようです。 
 

新幹線物流は本格的な検討へ 
 
一方、今年３月、国土交通省は、深刻なドライバー

不足や２０５０年カーボンニュートラル（温室効果ガ

スの排出量と吸収量を均衡させること）実現に向け

た対応の必要性など、物流における諸課題の解決

を図るため、「今後の鉄道物流のあり方に関する検

討会」を設置し、７月に「中間とりまとめ」が出まし

た。右は本文の抜粋です。来年度予算の概算要求に

も「新幹線による貨物輸送拡大の可能性に関する

調査」が盛り込まれました。 
課題は多いようですが、皆も地球も喜ぶ取り組

みが実現することを期待したいと思います。 
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